
小 架け橋期のカリキュラム 

架架けけ橋橋期期のの接接続続カカリリキキュュララムム【【QQ 校校区区】】

合同研修会では、まず、３つの園と小学校で教育目標や「目指す子ども像」

を共有しました。そして、架け橋期の２年間で目指す子どもの姿を話し合い 

ました。 

 

 「架け橋期」とは、「義務教育開始前後の５歳児から小学校１年生の２年間」をいいます。 

富山県幼児教育センターでは、幼児教育・小学校教育の円滑な接続に関する理解を深めるための

動画を作成しました。合同研修会や、園内・校内研修会、個人での研修等で、是非ご活用ください。 

・・動動画画１１「「幼幼小小接接続続のの重重要要性性」」（（1122 分分））

URL：https://youtu.be/AFWmukI2EPM 

・・動動画画２２「「円円滑滑なな幼幼小小接接続続ののたためめにに」」（（1155 分分））

URL：https://youtu.be/pMSyJV4_E2A 

・・動動画画３３「「幼幼保保小小のの架架けけ橋橋ププロロググララムム」」（（７７分分））

URL：https://youtu.be/nTDR_KdBSVo 

研修用動画を合同研修会等でご活用ください！ 

P2～６で紹介したモデル校区のスタートカリキュラムや架け橋期の 

カリキュラム等の詳細は、県 HP に掲載しています。下記の URL から

ご確認ください。 

https://www.pref.toyama.jp/3002/r5sutakari.html 

○Ｃ富山県 

１１ 実実態態把把握握

・・校校区区のの実実態態ををチチェェッッククししててみみままししょょうう。。

「R4 幼小接続取組リーフレット～スタートカリキュラム作成への道～」の

『確認☑（チェック）シート』（P6）をご利用ください。

https://www.pref.toyama.jp/documents/33325/setuzokuri-hur5nen4gatu.pdf

２２ 実実態態にに応応じじたた取取組組

・・モモデデルル校校区区のの取取組組（（本本紙紙：：PP２２～～６６））をを参参考考にに、、実実態態にに応応じじたた取取組組をを実実践践ししててみみままししょょうう。。

近隣園・所の保育者と小学校教員で、保育や授業を見合うことから始めましょう。

そして、子どもの姿をとおして語り合うなどして、相互の理解を深めましょう。

※１ 「接続取組カレンダー」（Ｐ２～４）の交流活動等について、実際と異なる時期に記載したものも

あります。モデル校の取組を参考に、各校の実態に合わせて、交流活動等を計画しましょう。

※２ スタートカリキュラム等の詳細は、県 HP からご確認できます。（URL 等は P６にあります）

３３ 検検証証・・改改善善

・取組を振り返り、改善点を次年度に生かしましょう。

＜ぜひ、ご活用ください＞

●R3 幼小接続取組リーフレット

hhttttppss::////wwwwww..pprreeff..ttooyyaammaa..jjpp//ddooccuummeennttss//2266000033//sseettuuzzookkuu..ppddff  

●R4 幼小接続取組リーフレット～スタートカリキュラム作成への道～

hhttttppss::////wwwwww..pprreeff..ttooyyaammaa..jjpp//ddooccuummeennttss//3333332255//sseettuuzzookkuurrii--hhuurr55nneenn44ggaattuu..ppddff  

●R4 モデル校区スタートカリキュラム例

hhttttppss::////wwwwww..pprreeff..ttooyyaammaa..jjpp//33000022//rr44ssuuttaakkaarrii..hhttmmll  

●「わくわく・きときと」接続ガイド改訂版

hhttttppss::////wwwwww..pprreeff..ttooyyaammaa..jjpp//ddooccuummeennttss//3399338811//rr55ggaaiiddoo--kkaaiitteeii..ppddff  
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取組の進め方（例）

１年生教室の隣の空き教室を、「なかよし遊び」の場として活用します。

教室のレイアウトや準備物について、保育者と小学校教員が、一緒に考え

ました。実際の教室を見ながら、子どもの動線を考慮して置く物や位置を

考えました。 

 
４月の間、朝の会までの

時間に６年生が１年生に読

み聞かせをします。 

畳４枚と低いテーブルで構成し

たコーナーです。 

個別指導やクールダウンの場と

して活用するなど、子どもの安心

にもつながります。 

オープンスペースなので、教室

にいる担任の目も届きます。 

学校図書館司書が、保育者や小学校教員と情報

交換しながら選書し、市内全小学校に共通の本を

配架します。学習内容や子どもの発達に応じて、

ラインナップを変えていきます。

～～空空きき教教室室をを活活用用ししてて～～  【【NN 校校区区】】

～～オオーーププンンススペペーーススをを活活用用ししてて～～  【【RR 校校区区】】

幼児教育と小学校教育の円滑な接続を目指して

架架けけ橋橋期期のの環環境境のの工工夫夫【【NN 校校区区・・RR 校校区区】】  

 

子どもが安心感をもち、自分の力で学校生活を送ることができるように、子どもの

実態を踏まえて小学校１年生の環境を見直し、工夫しました。 

ここは、登校後や休み時間等に子どもが自由に活動できるほか、学習等で効果的に

活用します。 
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１１ 実実態態把把握握

・・校校区区のの実実態態ををチチェェッッククししててみみままししょょうう。。

「 幼小接続取組リーフレット～スタートカリキュラム作成への道～」の

『確認☑（チェック）シート』（ ）をご利用ください。

２２ 実実態態にに応応じじたた取取組組

・・モモデデルル校校区区のの取取組組（（本本紙紙：： ２２～～６６））をを参参考考にに、、実実態態にに応応じじたた取取組組をを実実践践ししててみみままししょょうう。。

近隣園・所の保育者と小学校教員で、保育や授業を見合うことから始めましょう。

そして、子どもの姿をとおして語り合うなどして、相互の理解を深めましょう。

※１ 「接続取組カレンダー」（Ｐ２～４）の交流活動等について、実際と異なる時期に記載したものも

あります。モデル校の取組を参考に、各校の実態に合わせて、交流活動等を計画しましょう。

※２ スタートカリキュラム等の詳細は、県 から確認できます。（ 等は にあります）

３３ 検検証証・・改改善善

・取組を振り返り、改善点を次年度に生かしましょう。

＜ぜひ、ご活用ください＞

● 幼小接続取組リーフレット

● 幼小接続取組リーフレット～スタートカリキュラム作成への道～

● モデル校区スタートカリキュラム例

●「わくわく・きときと」接続ガイド‐改訂版‐
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月月 １１月月 ２２月月 ３３月月

小 架け橋期のカリキュラム

半半日日入入学学

学学習習をを生生かかししたた交交流流活活動動
・生活科、総合的な学習の時間の活動

♥小学校での交流の際に、

園同士の交流の時間を設定 等

卒卒 園園 式式

カカリリキキュュララムム作作成成会会議議②②
・園児の情報共有

（好きな本、歌、手遊び等）

・スタートカリキュラムの完成

・架け橋期の環境の検討

（ロッカーの配置、動線の確認等）

カカリリキキュュララムム作作成成会会議議①①
・園児の情報共有

・スタートカリキュラムの作成

・架け橋期の環境の検討

（１年生教室等を実際に見て）

学学校校体体験験
・園児の学校見学

・授業体験（１年教室で）

・交流活動（年長児と５年生、

年長児と１年生等）

●●情情報報交交換換会会
就学に向けての情報交換

ススタターートトカカリリキキュュララムム例例（（第第３３週週）） 【【 校校区区】】

校長先生に、

みなさんがとても

がんばりやさんだと

お伝えしてあるから

安心してね。

１・２年生で学校探検

をします。

いきなり交流するので

はなく、事前に顔合わせの

時間を設けました。

活動の内容から、 時

間続きの学習を計画しま

した。

運動会に向けて、徐々に準備を進めていくことができるよう、配慮しました。

教科との関連等を考えて計画することで、運動会への期待を高めながらスムーズ

に取り組めると考えました。

就学児レースに参加す

る年長児に送る招待状を

作成します。

ススタターートトカカリリキキュュララムムのの

共共通通理理解解

小 架け橋期のカリキュラム小 架け橋期のカリキュラム

４４月月 ５５月月 ６６月月 ７７月月 ８８月月 ９９月月 月月 月月

入入 学学 式式 就就学学時時健健康康診診断断

子子
どど
もも
同同
士士
のの
交交
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小小
学学
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交交
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・・
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互互
理理
解解
のの
場場

園園やや学学校校のの特特色色をを生生かかししたた交交流流活活動動
・年長児と１年生が（小学校で）相撲体験

・年長児と１年生が（園で）カレーパーティ、夏祭り 等

施施設設等等のの利利用用をを通通ししたた交交流流活活動動
・園児が小学校のプールや遊具等を利用

・合同避難訓練（園児も小学校の屋上へ避難） 等

担担当当者者打打合合せせ
・担当者の顔合わせ

・年間計画の立案・確認

ススタターートトカカリリキキュュララムムのの

共共通通理理解解

●●学学習習参参観観・・保保育育参参観観 ●●事事後後協協議議会会へへのの参参加加

・学習参観、公開保育、学習公開期間等を利用して

学学校校行行事事をを生生かかししたた交交流流活活動動
・就学時健康診断の際に 年生が受付、案内

・小学校の運動会の就学児レース

・園の生活発表会の練習を小学生が参観

・小学校のマラソン大会を園児が応援 等

○就学時健康診断での園児の観察

○情報交換

合合同同研研修修会会

〇〇講講演演会会
・幼児教育と小学校教育の円滑な接続について 等

〇〇協協議議会会
・幼児の見取りについて

・幼保小それぞれの目指す子ども像について 等

●●小小学学校校教教員員にによよるる保保育育体体験験

ススタターートトカカリリキキュュララムム・・全全体体構構想想 【【 校校区区】】

カリキュラム作成会議の際に、保育者と小学校教員が入学当初の学びのイメージを共有するため、

また、各週のねらいを明確にし、「自分づくり」「かかわりづくり」「楽しい学びづくり」を意識して

取り組むために作成しました。小学校の全教職員の共通理解にも役立ちました。

夏夏休休みみをを利利用用ししたた交交流流活活動動
・ボランティア児童が保育参加

合合同同研研修修会会ににはは、、ぜぜひひ、、幼幼児児教教育育セセンンタターー作作成成

のの研研修修用用動動画画ををごご活活用用くくだだささいい。。（（ＰＰ５５参参照照））

園長先生から、

みなさんがとても

がんばりやさんだと

聞いていますよ。

幼幼児児教教育育・・小小学学校校教教育育のの円円滑滑なな接接続続推推進進研研修修会会

・学期に１、２回程度、相互に参観

ススタターートトカカリリキキュュララムム（（第第１１週週））【【００校校区区】】

週予定は保護者にも知らせます。事前に持ち物や下校時刻等を伝えるほか、「今日、

学校でどんなことをしたの？」と家庭でのコミュニケーションの手がかりになること

を期待しています。

どんな手遊びや歌が

よいか、スタートカリ

キュラム作成会議で、

保育者からアドバイス

をもらいました。

子どもたちも見通し

がもてるよう、週予定

を教室に掲示します。

週の目当てや授業の

内容等をひらがなで表

記しました。

地地区区別別幼幼児児教教育育・・小小学学校校教教育育接接続続研研修修会会

接続取組カレンダー～令和５年度モデル校区取組より～

研研
修修
会会
等等

・普段から気軽に行き来できる関係づくり
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